
目
『
医
学
の
歴
史
』
に
つ
い
て

シ
ン
ガ
ー
の
↑
《
シ
馨
○
営
関
“
ｇ
星
島
旨
③
島
。
旨
。
〕
》
の
初
版
が
出
版
さ

れ
た
の
は
一
九
二
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
増
刷
の
た
び
ご
と
に
シ

ン
ガ
ー
は
す
こ
し
ず
つ
手
を
く
わ
え
て
お
り
、
い
ず
れ
広
汎
に
わ
た
る
改
訂

版
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
た
め
の
十
分
な
時
間
を
や
り
く

り
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
五
○
年
代
に
は

い
っ
て
大
幅
な
改
訂
を
ほ
ど
こ
す
よ
う
、
女
婿
に
あ
た
る
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド

に
依
頼
し
、
そ
の
依
頼
を
う
け
た
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
は
鋭
意
専
心
、
そ
の
執

筆
に
と
り
か
か
っ
た
。
そ
し
て
シ
ン
ガ
ー
が
死
亡
し
た
二
年
後
の
一
九
六
二

年
に
、
こ
れ
が
第
二
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

初
版
の
三
六
八
ぺ
Ｉ
ジ
か
ら
、
八
五
四
・
ヘ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
大
部
に
な
っ
た

こ
の
書
物
は
、
一
八
世
紀
ま
で
を
あ
つ
か
っ
た
章
は
初
版
と
大
差
は
な
い

が
、
そ
れ
以
降
の
一
九
世
紀
と
二
○
世
紀
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
各
国
か
ら

つ
ぎ
つ
ぎ
に
発
表
さ
れ
る
重
要
な
医
学
研
究
や
、
こ
の
三
○
年
間
に
出
版
さ

れ
た
医
史
学
の
研
究
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
原
形
を
と
ど
め
な
い
ま
で
に
加

筆
さ
れ
て
い
る
。

口
シ
ン
ガ
ー
に
つ
い
て

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ン
ガ
ー
は
一
八
七
六
年
二
月
二
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
生

ミ
ン
馨
○
風
函
厨
さ
ご
呉
巨
良
冒
月
こ
の
著
者

Ｑ
局
ユ
①
切
蝕
Ｈ
侭
①
烏
と
沙
の
言
ご
貝
昏
ご
ロ
・
の
ブ
ミ
○
○
・

酒
井
シ
ヅ

深
瀬
泰
且

ま
れ
た
。
父
シ
メ
オ
ン
は
、
『
一
ダ
ャ
教
の
聖
職
者
で
、
牧
師
と
し
て
ユ
ダ
ヤ

教
の
布
教
に
熱
心
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
ヘ
ギ
リ
シ
ャ
語
や
へ
プ
ラ
イ
語

の
学
者
で
も
あ
っ
た
。

シ
ン
ガ
ー
は
一
八
九
三
年
１
｝
一
ヴ
ァ
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
動
物

学
を
学
ん
だ
が
、
の
ち
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
う
つ
り
、
医
学
を
学

ん
で
一
九
○
三
年
に
卒
業
し
た
。
最
初
の
歴
史
論
文
は
《
《
○
目
印
且
色
目
ご

昌
國
弓
言
・
》
（
一
九
二
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
ピ
ン
ゲ
ン
の
聖
ヒ
ル
デ
ガ
ル

ト
に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
、
こ
れ
が
「
ビ
ン
ゲ
ン
の
聖
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
の

幻
想
」
と
し
て
実
を
む
す
び
、
こ
れ
に
よ
っ
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
か

ら
文
学
博
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
生
物
学
史
講
師
に
就

任
し
た
が
、
二
年
後
の
一
九
二
○
年
に
１
’
一
ヴ
ァ
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
医

史
学
講
師
に
て
ん
じ
た
。
一
九
二
○
年
代
の
シ
ン
ガ
ー
は
お
お
く
の
著
書
を

あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
《
《
厚
の
碍
里
巳
。
喝
四
目
の
『
①
鳥
冒
①
ｇ
‐

ｅ
言
①
》
ゞ
（
一
九
三
一
）
、
《
へ
国
』
命
固
く
Ｃ
旨
冒
昌
昌
シ
国
秒
８
日
『
】
（
一
九
二
五
）
、

《
曵
・
・
日
冒
四
蝋
。
３
貯
庁
目
８
》
》
（
一
九
二
七
）
な
ど
が
あ
る
。

一
九
三
○
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
、
シ
ン
ガ
ー
の
学
問
の
領
域
は
医
史
学

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
科
学
史
の
分
野
に
ま
で
ひ
ろ
が
り
、
《
《
シ
讐
○
再

国
冒
○
曼
旦
国
○
さ
亀
》
〉
（
一
九
三
一
）
、
《
《
シ
馨
○
員
犀
冒
○
塁
具
腎
尉
昌
８
〕
〕

（
一
九
四
一
）
な
ど
を
出
版
し
て
い
る
。

つ
い
で
シ
ン
ガ
ー
は
広
範
囲
な
技
術
史
研
究
の
必
要
性
を
感
じ
て
、
技
術

の
史
的
変
遷
に
つ
い
て
目
を
む
け
は
じ
め
た
。
Ｅ
・
Ｊ
・
ホ
ル
ム
ャ
ー
ド
を

チ
ー
フ
と
す
る
共
同
編
集
委
員
会
を
つ
く
り
、
共
同
研
究
の
成
果
を
五
巻
か

ら
な
る
《
《
少
国
い
ｓ
ご
具
目
印
。
冒
○
さ
喝
》
）
に
ま
と
め
て
一
九
五
四
年
か
ら
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一
九
四
六
年
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
医
史
学
博
物
館
図
書
館
の

館
長
に
就
任
し
、
医
史
学
が
か
れ
の
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕
事
に
な
っ
た
。
ア
ン

ダ
ー
ゥ
ッ
ド
の
医
史
学
者
と
し
て
の
国
際
的
な
評
価
が
確
立
し
た
の
は
、
一

九
六
四
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ー
の
名
誉
を
た
た
え
て
、
全
世
界

の
学
者
が
執
筆
し
た
論
文
集
虚
鳥
目
ｏ
の
冒
且
冒
昌
。
ｐ
且
閏
§
ご
》
》
の
編

一
九
三
○
年
代
の
初
め
か
ら
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
の
医
史
学
へ
の
興
味
が

ふ
く
ら
ん
で
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
グ
ラ
ス
・
コ
ー
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に

う
つ
っ
て
以
後
、
王
立
医
学
協
会
の
歴
史
部
門
へ
《
出
目
○
ご
・
冨
胃
易
紹

ｇ
５
旨
・
色
園
百
号
日
片
言
Ｋ
Ｏ
烏
唖
冨
鼠
》
（
一
九
三
七
）
、
《
Ｆ
ｇ
『
Ｃ
邑
曾
，
四
且

二
言
目
鷺
Ｃ
ご
昌
嗣
ｇ
ｇ
●
員
。
冨
葛
（
一
九
四
四
）
な
ど
の
医
史
学
論
文
を
提

出
し
て
い
る
。

活
躍
し
て
い
た
。

日
シ
ン
ガ
ー
の
女
婿
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
に
つ
い
て

ア
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
は
、
一
八
九
九
年
三
月
九
日
に
ダ

ム
フ
リ
ー
ス
に
生
ま
れ
た
。
第
一
次
大
戦
に
参
加
し
、
戦
後
ク
ラ
ス
ゴ
ー
大

学
に
入
学
し
、
一
九
二
四
年
に
卒
業
し
て
、
公
衆
衛
生
畑
や
医
療
行
政
面
で

五
八
年
に
か
け
て
出
版
し
た
。

シ
ン
ガ
ー
は
す
ば
ら
し
い
肉
体
の
持
ち
主
で
、
も
し
か
れ
が
そ
の
気
に
な

れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
も
成
功
を
お
さ
め
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し

晩
年
に
は
そ
の
す
ば
ら
し
い
肉
体
も
い
く
分
お
と
ろ
え
を
ゑ
せ
は
じ
め
、
よ

く
心
臓
喘
息
の
発
作
に
お
そ
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
常
の
研
究
活
動
が
さ

ま
た
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
○
年
六
月
一
○
日
午
睡
中
に
、
八

三
歳
の
生
涯
を
と
じ
た
。

曽易
昌一篭

集
に
さ
い
し
て
は
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
は
そ
の
著
想
に
お
い
て
も
、
業
績
に

お
い
て
も
、
こ
の
種
の
編
纂
物
を
あ
む
場
合
の
基
準
と
な
る
実
績
を
あ
げ
て

い
る
。
ア
ン
ダ
ー
ゥ
ッ
ド
の
最
後
の
大
著
は
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
も
と
に

学
ん
だ
七
四
六
名
の
英
語
圏
の
学
生
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
、
滞
在
期
間
、

そ
の
後
の
経
歴
な
ど
を
分
析
し
た
《
国
。
ｇ
富
国
ぐ
の
〕
ぬ
目
ｇ
昌
時
宣
目
騨
且

島
９
》
》
（
一
九
七
七
）
で
あ
る
。

晩
年
に
な
っ
て
視
力
が
次
第
に
お
ち
て
き
た
。
重
症
の
帯
状
庖
疹
、
肺
炎

な
ど
に
よ
り
視
力
は
さ
ら
に
急
激
に
悪
化
し
、
読
書
も
執
筆
も
い
ち
じ
る
し

く
さ
ま
た
げ
ら
れ
た
。
一
九
八
○
年
三
月
六
日
、
ウ
ォ
ル
ト
ン
・
オ
ン
・
テ

ム
ズ
の
自
宅
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
八
一
歳
の
誕
生
日
に
わ
ず
か
三
日
前
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
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